
 

 

 

 

 

 

 
平成 22 年度まで発行していた「環境ニュース」をリニューアルしました！ 

今年度は、「鎌倉ごみ減量通信」に名前を変えて、新しいごみ減量・資源化施策などについてお知らせします。 

～平成 23 年６月に、ごみ処理基本計画を見直しました～ 

平成 27 年度末までに 

ごみの焼却量１万４千トンの減量を！
 

●現在、名越と今泉の両クリーンセンターでごみを焼却していますが、両施設とも老

朽化しており、平成 27 年度末には、焼却施設を名越クリーンセンター1 か所にす

る予定です。 

●市では、市民・事業者の皆様と行政とが力を合わせて、ごみの焼却量を削減する方

策を打ち出しました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんなにたくさん、 

どうやって減らすの !? 

 

 

(詳しくは次ページに) 

 

１万４千トンを削減！ 

 

約４万トン 

計画の基本理念は・・・ 

「ゼロ・ウェイストかまくら」 

めくる 

鎌倉市役所 環境部 資源循環課 

ごみの焼却量の推移 

循環型社会を形成するため、市民・事業者・行政が連携・協働

して３R※を推進し、廃棄物の焼却量や埋め立てによる最終処

分量を限りなくゼロに近づける、という考え方です。 

平成 23 年 10 月号 

鎌倉ごみ減量通信  

クイズにチャレンジ 

鎌倉市で出る家庭ごみの焼却量

は 1 日どれくらい？ 

① 象５頭 

② 象１０頭 

③ 象１５頭 
※象の重さを５トンとします  

⇒答えは次ページ

※３R とは、リデュース(発生抑制)、リユース(再使用)、リサイクル(再生利用)の頭文字をとった言葉 

あと４年半で、１万トン以

上減らさなければ、ごみを

市内で焼却しきれなくな

ってしまうんだね！ 


